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特
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条

例

青
森
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
及
び
青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
七
月
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
二
十
二
号

青
森
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
及
び
青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
青
森
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

青
森
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
平
成
二
十
七
年
十
月
青
森
県
条
例
第
五
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
第
十
号
」
を
「
第
十
九
条
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

（
青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
の
表
第
三
十
一
条
第
二
項
の
項
中
「
総
務
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
、
「
第
十
九
条
第
七
号
」
を
「
第
十
九
条
第
八
号
」
に
、
「
同
条
第

八
号
」
を
「
同
条
第
九
号
」
に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
七
月
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
二
十
三
号

青
森
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

青
森
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
五
月
青
森
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
十
六
号
を
削
り
、
同
項
第
二
十
七
号
を
同
項
第
二
十
六
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
、
法
第
七
百
四
十
八
条
及
び
第
七
百
四
十
九
条
の
規
定
に

よ
る
法
第
七
百
四
十
八
条
の
表
第
二
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
帳
簿
に
係
る
承
認
に
関
す
る
事
項
並
び
に
法
第
七
百
五
十
三
条
第
一
項
（
法
第
七
百
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
当
該
承
認
の
取
消
し
に
関
す
る
事
項
」
を
削
る
。

第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
及
び
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、
「
発
電
事
業
等
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十
五
号
の
三
に
規
定
す

る
特
定
卸
供
給
事
業
（
第
六
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
特
定
卸
供
給
事
業
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
六
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
発
電
事
業
等
」
を
「
、
発
電
事
業
等
及
び
特
定
卸
供
給
事
業
」
に
改
め
る
。

第
百
九
条
第
二
項
中
「
で
あ
つ
て
、
知
事
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
法
第
七
百
四
十
八
条
」
を
「
に
は
、
法
第
七
百
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
当
該
承
認
を
受
け
た
」
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を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

附
則
第
三
条
の
三
第
一
項
中
「
扶
養
親
族
の
」
を
「
扶
養
親
族
（
年
齢
十
六
歳
未
満
の
者
及
び
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
限
る
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
」
に
、
「
同
項
第
七
号
」
を
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
の
二
第
二
項
中
「
令
和
四
年
度
」
を
「
令
和
九
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
法
附
則
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
」
を
「
政
令
附
則
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
」
に
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
法
附
則
第
五
十
九
条
第
一
項
」
に
、
「
法
附
則
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

総
務
省
令
で
定
め
る
」
を
「
地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

（
青
森
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

青
森
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
二
年
五
月
青
森
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
、
青
森
県
県
税
条
例
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定
中
「
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
条

の
三
の
三
第
一
項
」
を
「
第
三
条
の
三
の
二
第
一
項
」
に
、
「
第
三
条
の
三
の
三
第
四
項
」
を
「
第
三
条
の
三
の
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同

条
第
五
項
の
改
正
規
定
中
「
第
五
十
三
条
第
五
十
九
項
前
段
」
を
「
第
五
十
三
条
第
六
十
七
項
前
段
」
に
、
「
同
条
第
五
十
九
項
後
段
」
を
「
同
条
第
六
十
七
項
後
段
」
に
改

め
、
同
条
例
第
五
十
三
条
の
改
正
規
定
中
「
、
「
若
し
く
は
」
を
「
及
び
「
若
し
く
は
」
に
、
「
及
び
」
を
「
を
削
り
、
「
第
九
条
の
七
第
六
項
」
を
「
第
九
条
の
七
第
五
項
」

に
改
め
、
」
に
改
め
、
同
条
例
附
則
第
八
条
の
四
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
五
項
」
に
」
の
下
に
「
、
「
法
人
税
割
額
か
ら
」
を
「
法
人
税
割
額
（
同
条
第
四
十

二
項
（
同
条
第
四
十
五
項
及
び
第
四
十
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
を
適
用
し
な
い
で
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
か

ら
」
に
」
を
加
え
、
「
第
五
十
三
条
第
三
十
九
項
及
び
第
四
十
項
（
同
条
第
四
十
一
項
（
同
条
第
四
十
二
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
四
十
一
項
（
同
条
第
四
十
五
項
及
び
第
四

十
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
二
項
、
第
四
十
七
項
及
び
第
四
十
八
項
（
同
条
第
四
十
九
項
（
同
条
第
五
十
項
」
に
、
「
及
び
同
条
第
四
十
二
項
」
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を
「
及
び
同
条
第
五
十
項
」
に
改
め
る
。

（
青
森
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条

青
森
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
（
平
成
十
四
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
明
り
ょ
う
」
を
「
明
瞭
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
で
あ
っ
て
、
知
事
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
当
該
承
認

を
受
け
た
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
青
森
県
県
税
条
例
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か

ら
、
第
一
条
中
同
条
例
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
並
び
に
第
六
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
項
の
規
定
は
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
第
一
条

中
同
条
例
附
則
第
三
条
の
三
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
次
項
の
規
定
は
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
青
森
県
県
税
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人

の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
終

了
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

改
正
後
の
条
例
第
百
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
以
後
に
備
付
け
を
開
始
す
る
帳
簿
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

５

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
青
森
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
以
後
に
作
成
す
る
帳
簿
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

青
森
県
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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令
和
三
年
七
月
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
二
十
四
号

青
森
県
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

青
森
県
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
七
月
青
森
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「
第
一
節

過
疎
地
域
に
お
け
る
課
税
免
除
（
第
二
条
―
第
五
条
）

第
二
節

認
定
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
に
従
っ
て
整
備
さ
れ
る
特
定
業
務
施
設
に
係
る
課
税
免
除
（
第
六
条
―
第
八
条
）

第
三
節

承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
施
設
に
係
る
課
税
免
除
（
第
九
条
―
第
十
一
条
）

第
四
節

復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
課
税
免
除
（
第
十
二
条
―
第
十
四
条
）

」
を

「
第
一
節

認
定
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
に
従
っ
て
整
備
さ
れ
る
特
定
業
務
施
設
に
係
る
課
税
免
除
（
第
二
条
―
第
四
条
）

第
二
節

承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
施
設
に
係
る
課
税
免
除
（
第
五
条
―
第
七
条
）

第
三
節

産
業
振
興
促
進
区
域
に
お
け
る
課
税
免
除
（
第
八
条
―
第
十
一
条
）

」
に
、
「
第
十
五
条
―
第

十
七
条
」
を
「
第
十
二
条
―
第
十
四
条
」
に
、
「
第
十
八
条
―
第
二
十
条
」
を
「
第
十
五
条
―
第
十
七
条
」
に
、
「
第
二
十
一
条
―
第
二
十
三
条
」
を
「
第
十
八
条
―
第
二
十
条
」

に
、
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
過
疎
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
計
画
（
以

下
「
市
町
村
計
画
」
と
い
う
。
）
に
記
載
さ
れ
た
同
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
産
業
振
興
促
進
区
域
（
以
下
「
産
業
振
興
促
進
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
県
税
の
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特
別
措
置

第
一
条
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。

第
二
章
第
一
節
を
削
る
。

第
六
条
中
「
第
十
条
第
七
項
第
六
号
」
を
「
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
条
第
八
項
第
六
号
」
に
、
「
課
税
免
除
」
を
「
課
税
の
免
除
（
以
下
「
課
税
免
除
」

と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
第
二
章
第
二
節
中
同
条
を
第
二
条
と
し
、
第
七
条
を
第
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
徴
収
猶
予
等
）

第
四
条

適
用
家
屋
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
、
当
該
土
地
の
取
得
者
か
ら
課
税
免
除
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
の
申
告
が
あ
り
、
当
該
申

告
が
真
実
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
得
の
日
か
ら
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
適
用
家
屋
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
ま
で
の
期
間
に
限
っ
て
、
当
該

土
地
に
係
る
不
動
産
取
得
税
額
の
う
ち
課
税
免
除
を
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
税
額
を
徴
収
猶
予
す
る
。

２

青
森
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
五
月
青
森
県
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下
「
県
税
条
例
」
と
い
う
。
）
第
九
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
九
十
二
条
の
規
定
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
猶
予
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

適
用
家
屋
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
を
徴
収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
課
税
免
除
の
適
用
が
あ
る

こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
当
該
納
税
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
課
税
免
除
を
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
税
額
及
び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
を
還
付
す
る
。

４

地
方
税
法
第
七
十
三
条
の
二
第
十
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
二
章
第
二
節
を
同
章
第
一
節
と
す
る
。

第
二
章
第
三
節
中
第
九
条
を
第
五
条
と
し
、
第
十
条
を
第
六
条
と
す
る
。
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第
十
一
条
中
「
第
五
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
二
章
第
三
節
を
同
章
第
二
節
と
し
、
同
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
三
節

産
業
振
興
促
進
区
域
に
お
け
る
課
税
免
除

（
事
業
税
等
の
課
税
免
除
）

第
八
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
県
税
の
課
税
免
除
を
す
る
。

一

過
疎
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
過
疎
地
域
の
区
域
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
旧
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第

三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
市
町
村
の
区
域
で
あ
っ
て
過
疎
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
に
あ
っ
て
は
、
同
条
の
規

定
を
適
用
し
な
い
と
し
た
な
ら
ば
過
疎
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
過
疎
法
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
又
は
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
区
域
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
過
疎
法
附
則
第
五
条
に
規
定
す
る

特
定
市
町
村
の
区
域
（
過
疎
法
附
則
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
又
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
市
町
村
の
区
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
市
町
村
計
画
に
記
載
さ
れ
た
産
業
振
興
促
進
区
域
内
に
お
い
て
、
過
疎
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
日
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
公

示
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
、
当
該
市
町
村
計
画
に
お
い
て
振
興
す
べ
き

業
種
と
し
て
定
め
ら
れ
た
租
税
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
三
項
の
表
の
第
一
号
の
中
欄
又
は
第
四
十
五
条
第
二
項
の
表
の
第
一
号
の
中
欄
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
製
造
業
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
、
農
林
水
産
物
等
販
売
業
（
過
疎
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
農
林
水
産
物
等
販
売
業
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
旅
館
業
（
下
宿
営
業
を

除
く
。
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
用
に
供
す
る
設
備
で
租
税
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
三
項
の
表
の
第
一
号
の
下
欄
又
は
第
四
十
五
条
第
二
項
の
表
の
第
一
号
の
下
欄
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
取
得
価
額
の
合
計
額
が
次
に
掲
げ
る
事
業
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
以
上
の
も
の
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
特
別

償
却
設
備
」
と
い
う
。
）
の
取
得
等
（
過
疎
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
取
得
等
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
八
条
の
九
第
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十
項
に
規
定
す
る
資
本
金
の
額
等
（
イ
に
お
い
て
「
資
本
金
の
額
等
」
と
い
う
。
）
が
五
千
万
円
を
超
え
る
法
人
が
行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
新
設
又
は
増
設
に
限
る
。
）

を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
者

事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
及
び
固
定
資
産
税

イ

製
造
業
又
は
旅
館
業

五
百
万
円
（
資
本
金
の
額
等
が
五
千
万
円
を
超
え
一
億
円
以
下
で
あ
る
法
人
が
行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
千
万
円
と
し
、
資
本
金
の
額
等
が
一
億

円
を
超
え
る
法
人
が
行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
二
千
万
円
と
す
る
。
）

ロ

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
又
は
農
林
水
産
物
等
販
売
業

五
百
万
円

二

過
疎
地
域
の
区
域
又
は
特
定
市
町
村
の
区
域
の
う
ち
市
町
村
計
画
に
記
載
さ
れ
た
産
業
振
興
促
進
区
域
内
に
お
い
て
畜
産
業
又
は
水
産
業
を
行
う
個
人
で
そ
の
者
又
は
そ

の
同
居
の
親
族
の
労
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
っ
た
日
数
の
合
計
が
こ
れ
ら
の
事
業
の
当
該
年
に
お
け
る
延
べ
労
働
日
数
の
三
分
の
一
を
超
え
、
か
つ
、
二
分
の
一

以
下
で
あ
る
も
の

事
業
税

（
課
税
免
除
の
額
）

第
九
条

前
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
課
税
免
除
を
す
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
税
目
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

事
業
税

個
人
の
行
う
事
業
に
あ
っ
て
は
対
象
期
間
内
に
取
得
等
を
し
た
特
別
償
却
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
年
以
後
三
年
間
に
お
け
る
各
年
、
法
人
の

行
う
事
業
に
あ
っ
て
は
対
象
期
間
内
に
取
得
等
を
し
た
特
別
償
却
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
以
後
当
該
事
業
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
起
算
し
て
三

年
以
内
に
終
了
す
る
各
事
業
年
度
に
係
る
所
得
金
額
又
は
収
入
金
額
（
事
業
税
の
課
税
標
準
額
と
な
る
も
の
を
い
う
。
）
の
う
ち
当
該
特
別
償
却
設
備
に
係
る
も
の
と
し
て

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
十
四
条
の
地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課
税
に
伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等
を
定
め
る
省
令
（
令

和
三
年
総
務
省
令
第
三
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
対
し
て
課
す
る
事
業
税
額

二

不
動
産
取
得
税

対
象
期
間
内
に
取
得
等
を
し
た
特
別
償
却
設
備
で
あ
る
家
屋
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
適
用
家
屋
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取

得
（
公
示
日
以
後
の
取
得
に
限
り
、
か
つ
、
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
適
用
家
屋
の
建
設
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の
着
手
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
の
取
得
に
限
る
。
）
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
額

三

固
定
資
産
税

対
象
期
間
内
に
取
得
等
を
し
た
特
別
償
却
設
備
で
あ
る
償
却
資
産
（
公
示
日
以
後
に
お
い
て
取
得
し
た
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税

額
（
当
該
償
却
資
産
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
（
当
該
日
が
一
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
日
の
属
す
る
年
）
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年

度
以
後
三
箇
年
度
分
に
限
る
。
）

２

特
別
償
却
設
備
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
か
ら
当
該
日
の
属
す
る
年
の
末
日
又
は
当
該
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
終
了
の
日
ま
で
の
期
間
が
六
月
に
満
た
な
い
場
合
に
お
い

て
、
当
該
特
別
償
却
設
備
の
取
得
等
を
し
た
者
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
に
お
け
る
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
年
以
後
三
年
間
」
と
あ
る
の
は
「
年

の
翌
年
以
後
三
年
間
」
と
、
「
事
業
年
度
以
後
当
該
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
以
後
当
該
翌
事
業
年
度
」
と
す
る
。

第
十
条

第
八
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
課
税
免
除
を
す
る
額
は
、
事
業
開
始
の
日
の
属
す
る
年
以
後
五
年
間
（
事
業
開
始
の
日
が
公
示
日
の
属
す
る
年
の
前
年
以
前
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
公
示
日
の
属
す
る
年
以
後
五
年
間
）
に
お
け
る
各
年
に
係
る
所
得
に
対
し
て
課
す
る
事
業
税
額
と
す
る
。

（
徴
収
猶
予
等
）

第
十
一
条

第
四
条
の
規
定
は
、
適
用
家
屋
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
章
第
四
節
を
削
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
」
を
削
り
、
第
三
章
第
一
節
中
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
七
条
中
「
第
五
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
三
章
第
二
節
中
第
十
八
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
条
第
七
項
第
六
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
六
号
」
に
改
め
、
第
三
章
第
三
節
中
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
二
十
二
条
を
第
十
九
条
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と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
四
章
中
第
二
十
四
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
、
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項

第
一
号
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
、
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
青
森
県
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
号
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い

う
。
）
以
後
に
製
造
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
、
同
号
に
規
定
す
る
農
林
水
産
物
等
販
売
業
又
は
旅
館
業
（
下
宿
営
業
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
用
に
供
す
る
設
備
の
同
号

に
規
定
す
る
取
得
等
を
し
た
者
に
対
す
る
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
及
び
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３

適
用
日
前
に
製
造
の
事
業
、
改
正
前
の
青
森
県
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
改
正
前
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
農
林
水
産
物
等
販

売
業
又
は
旅
館
業
の
用
に
供
す
る
設
備
を
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
者
に
対
す
る
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
及
び
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

適
用
日
前
に
畜
産
業
又
は
水
産
業
を
開
始
し
た
場
合
に
お
け
る
令
和
三
年
ま
で
の
各
年
に
係
る
所
得
（
改
正
後
の
条
例
第
八
条
第
二
号
及
び
第
十
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

令
和
三
年
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
個
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

適
用
日
前
に
改
正
前
の
条
例
第
十
二
条
に
規
定
す
る
対
象
施
設
等
を
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
者
に
対
す
る
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
及
び
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

適
用
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
事
業
税
及
び
不
動
産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
が
、
改
正
後
の
条
例
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
課
税
免
除
に
よ
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り
過
納
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
過
納
額
に
相
当
す
る
当
該
徴
収
金
（
改
正
後
の
条
例
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
後
の
条
例
第
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
地

方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
七
十
三
条
の
二
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
不
動
産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
条
例
の
施
行

の
日
に
納
付
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
法
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

青
森
県
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
七
月
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
二
十
五
号

青
森
県
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

青
森
県
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
青
森
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
条
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

附
則
第
二
条
の
二
第
一
項

三
で

六
で

当
該
計
画
期
間
の
次
の
計
画
期
間

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
一
年
度
ま
で

附
則
第
二
条
の
二
第
二
項

三
で

九
で

当
該
計
画
期
間
の
次
の
計
画
期
間

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
四
年
度
ま
で
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附
則
第
二
条
の
三
第
一
項

三
で

六
で

当
該
計
画
期
間
の
次
の
計
画
期
間

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
四
年
度
ま
で

附
則
第
二
条
の
三
第
二
項

三
で

九
で

当
該
計
画
期
間
の
次
の
計
画
期
間

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
七
年
度
ま
で

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
介
護
保
険
法
関
係
手
数
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
七
月
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
二
十
六
号

青
森
県
介
護
保
険
法
関
係
手
数
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

青
森
県
介
護
保
険
法
関
係
手
数
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
青
森
県
条
例
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
及
び
別
表
第
十
三
号
中
「
第
九
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
九
十
一
条
第
三
項
」
に
、
「
第
七
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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青
森
県
中
山
間
地
域
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
七
月
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
二
十
七
号

青
森
県
中
山
間
地
域
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

青
森
県
中
山
間
地
域
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
条
例
（
平
成
五
年
十
月
青
森
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
過
疎
地
域
（
同
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
四
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
二
条
又
は
第
四
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
過
疎
地

域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
。
）
の
全
部
又
は
一
部
が
そ
の
区
域
内
に
あ
る
市
町
村

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

青
森
県
中
山
間
地
域
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
三
年
七
月
青
森
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
の
全
部
」
と
あ
る
の
は
、
「
又
は
同
法
附
則
第
五
条
に
規
定
す
る
特
定
市
町
村
の
区
域

（
同
法
附
則
第
七
条
第
一
項
又
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
市
町
村
の
区
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
。
）
の
全
部
」
と
す
る
。

附

則
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こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
た
め
の
道
路
、
公
園
施
設
及
び
信
号
機
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

令
和
三
年
七
月
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
二
十
八
号

青
森
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
た
め
の
道
路
、
公
園
施
設
及
び
信
号
機
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

青
森
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
た
め
の
道
路
、
公
園
施
設
及
び
信
号
機
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
七
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
県
道
」
の
下
に
「
及
び
県
道
の
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
」
を
加
え
、
「
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
」
を

「
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
及
び
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
を
使
用
し
た
役
務
の
提
供
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
」
に
、
「
第
三
十
七
条
」
を

「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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